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交通安全 キャラバン隊

交通安全全国キャラバン隊が 、
９月５日福島県に入り 、役場前広

場で宮城県との引継ぎ式が行われ

た。これぱ みんなで進める交通

安全･･をスローガンに 、総理府と

全国交通安全母の会が主催し たも

ので 、全国で７コースに分かれて

交通安全を訴えている。

この日は 、町からは交通安全母

の会。交通安全部会 。明治学級、

国見ライオンズクラブなど200 名

が参加 。県北中のプ ラスバンドの

応援もあり 、式を盛り上げた。



9月15日は敬老の日

心

豊
か

な

老

後
に

九
月
十
五
日
は

『
敬
老
の
日

』
－

。

い
ま
国
見
町
に
は
七
十
蝮
以
上
の

お
年

寄

り
が
千
二
十
三
人

い
ま
す
。
し

か
も

、

高
齢

奮
の
比
率
は
増
え
る
一
方
に
あ
り

ま
す
。

老

後
１
－

。
そ
れ
は
、
だ
れ
に
で
も

や
が
て
訪
れ
る
人
生
の
道
程
。
生

き
が

い
の
こ
と
、
健
康
の
こ
と
、
そ
し
て
ゆ

と
り
あ
る
生
活
設
計
に
つ
い
て
、
理
解

と
協
力
の
輪
を
ひ
ろ
げ

ま
し
ょ
う
。

町
の
老
人
福
祉
対
策

一
人
暮
ら
し

、
寝
た
き
り
お
年
寄
り

の
た
め
に

わ
が
町
に
は
一
人
嘩

ら
し
の
お
年
寄

り
が
三

十
六
人

、
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
が
四

十
四
人

お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の

方
々
に
は
、
家
庭
奉
阯
員
制
度
（
ホ
・‐

ム
ヘ
ル
パ
ー
气

持
殊
寝
台
の
貸
し
出

し
、
兇

舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

老
人
医
療
費
の
助
成

七
十
ａ

以
上
の
お
年
寄
り
全
ｎ

と
六

十
五
歳

か
『
り
の
寝
た
き
り
の
方
の
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
こ

れ
ら
の

方
で
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ず
に
自
内
陣

の
ｆ

術
を
す
る
場
合

は
、
手
術
費
や
手

術

後
の
眼
鏡
代
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

老
人
の
健
康
診
査

六
十
五
歳
以
上
の
方
々
の
健
康
保
持

と
病
気
の
早
期
発
見
を
目
的
に
毎
年
健

摩
診
貪
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
十
月
下
旬
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

叶
画
し
て
い
ま
す
。

敬
老
会
の
実
施

町
で

は
お
年
寄
り
の
畏
寿
を
祝
福
す

る
た
め
に
九
月
十
四
日
、
町
民
体
宵
館

で
敬
老
会
を
催
し

ま
す

。
な
お
、
こ
の

席
上

、
八
ｔ

歳

に
な

ら
れ
た
方
に
記
念

品
（
座
布
団

）
を

お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
支
給

毎
年
九
月
、
濔
ハ
ト
歳
以
Ｌ
の
方
に

町
か
ら
敬
老
祝
金
五
千
円
を
差
し
上
げ

で
い
ま
す
。
な
お
。
八
卜
五
礎
以
上
の

方
に
は
県
か
ら
も
五
千
円
が
附
ら
れ
ま

す
。老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動

む
陬

布
り
の
生
き
が

い
の
あ
る
老
後

の
た
め
に
地
域
ご
と
に
老
人
ク
ラ

ブ
を

砧
成
し
て

い
ま
す
。
町
内
に
は
十
一
こ
ク

ラ
ブ
ハ
百
六
卜
名
の
方
が
加
入
し
、
会

員
の
教
費
向
上
の
た
め
研
修
会

を
開

い

た
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん

だ
り
し
て
活
発
に
活
肋
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
文
化
祭
で
は
毎
年
老
人

ク
ラ

ブ
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
す
。

町
一
番
の
長
寿
は

佐
藤
ア
キ
さ
ん

新

聞

は
毎
日

欠

か
さ

ず
読

み

ま
す

国
見
町
の
姑
高
長
吟
４

は
、
西
人
枝

北
部
地
区
の
佐
鱗
ア
キ
さ
ん
で
十
．．

ア
キ
さ
ん
は
川
治
卜
六
年
生
ま
れ
で

九
卜
六
峻
．
圷
が
少
し
遠
い
ぼ
か
は
い

た
っ
て
．兀
気
で
、
‥け
Ｈ
時
洲
を
に
い
ね

い
に
読
み
、
暇
が
あ
れ
ぱ
ぞ
う
气‐λ

を

刺
し
、
連
助
の
か
わ
り
だ
と

い
．
て
、

叺
む
し
り
、
野
菜
収
り
、
洗
た
く
な
ど

も
す
る
そ
う
で
十
．．

ま
た
、
テ
レ

ビ
も
好
き
で
、
と
く
に

「
減
心

パ
バ
」
は
人
フ
ｙ

气

二
Ｊ
１

ス
や
天
飢
ｆ
報
も
欠
か
さ
ず
、
と
き
に

は
ひ
孫

た
ち

と
チ
ャ
ン
ネ
ル
争
い
刄

こ

も
Ｉ
食

べ
物

は
好
き
嫌

い
が
な
く
、
１

ぺ
て
甘
口
．
く
よ
く
よ
し
な
い
性
格
で

働
く
こ
と
が
好
き
．．

現
在

、
長
男
Ⅲ
さ
人
を
は
じ
め
、
子

ど
も
召

人
、
孫
一
．十
一
人
、
ひ
係
一
Ｊ卜

人
、
や
し

や
ご
こ
．人
と
．
こ
れ
も
町
一

番
．

ま
ず
ま
十
お
．兀
気
な
ア
キ
さ
ん
で

す
．、

町
長
か
ら
敬
老
祝
金
を
受
け
る
　
佐
藤
ア
キ
さ
ん



将

棋

の

長
老

緑
上

惣
吉
さ
ん

緑

Ｌ

さ

ん

は

『

国

兄

町

将

棋

同

好

会

』

の

会

長

で

す

。

旭

週

日

雌

日

に

は
公

民

館

で

定

川

練

桝

食

を

行

っ

ご

い
ｌ

ｔ

。

ま

た
・
［

王

将

会

］

の

長

老

で

も

あ

り

、

「

肝

‐
。
て

も

負

け

て

も

お

も

し

ろ

ご

と

、

拝

棋

歴

は

六

卜

豕

年

。

こ

の

間

は

、

老

人

ク

ラ

ブ

の

将

以

人

会

に

出

場

し

、

伊

達

郎

で

優

初

一
Ａ

ク

ラ

ス

匸

郡

山

市

で

行

わ

れ

た

県

人

食

で

は

第

四

隍

に

入

賞

し

ま

し

た
Ｉ

自

称

「

初

段

」

だ

が

、

。
。
段

、

ミ

段

の

人

と

の

勝

負

ｔ

互

角

の

腕

的

。

。
万

で

は

た

い
へ

ん

な

読

瀝

家

で

も

あ

り

ま
ｔ

。

む

。
ば

ら

公

民

館

図

３

を
・
利

川

し

、

す

で

に

半

分

以

ｈ

４
ａ

ん

で

し

ま

っ

た

と

か

。

好

き

な

作

家

は

山

Ｆ

咐

。
郎

と

弔

宕

弓

伎

・

卜

円

弟

前

に

。
度

健

康

を

ぷ
‥

。
‘
！

し

た

が

、

今

で

は

十

‘。

か

り

令

快

≒

惣

攸
こ

ゆ

う

ゆ
・
ご

一
日

適

の

乍

謡

ご

吩

朝

円

十

分

の

散

歩

が

た

い
へ

ん

か

ら

と

に

よ

い
そ

う

で

す

明治36年８月24日生まれ77嫩
（山崎字沢田 ５の３）

元　気　で　す　！

さ
つ
き
と
と
も
に
四
十
年

後

藤

豊
一
二
郎

さ

ん

後

藤

さ

ん

が

さ

つ

き

に

典

味

を

持

ち

始

め

た

の

は

約

四

十

年

前

。

ふ

と
し

た

き

っ

か

け

で

さ

つ

き

の

さ

し

木

を

し

て

か

ら

、

そ

の

魅

力

に

と

り

つ

か

れ

て

き

ま

し

た

。

叱

い

庭

に

所

狭

し

と

並

べ

ら

れ

て

い

る

鉢

一

は

ら

）

は

松

も

あ

わ

せ

て

ざ

っ

と

。
。
パ

は

越

十

と

か

。

大

切

な

こ

と

は

っ
水

を

絶

や

さ

な

い

こ

と

｀
」
だ

そ

う

で

、

暇

さ

え

あ

れ

ば

手

人

れ

に

衣

念

が

あ

り

ま

せ

人

。

「

ど

ん

な

小

さ

な

豕

で

も

麌
ａ

が

あ

づ
て

か

ｂ

い

い

。

相

Ｆ

人

ら

十

の

余

し

み

で

時

間

も

忘

い

ま

ず

よ

Ｉ

と

む

。。
し
｛
‐
る

巉

藤

さ

ん

、

ふ

だ

ん

は

、

町

商

工

会

で

々

色

巾

七
‥
の

指

導

や

会

討

を
ｒ

公

。
て

い
る

’
現

役
・

で

も

あ

り

ま

Ｉ

奥

さ
・（

の

サ

ゲ

ー
。
さ

人

や

ｔ

伐

み

ん

な

も

さ

っ

き

ゃ

ぴ

佗

が

好

き

で

哈
汀

は

四

７

析

や

の

陀

が

絶
・
人

る

こ

と

が
み

り

ま

せ

人

‘

と

り
ｂ

ｊ
‥
さ

り
丶
ゐ

咲

く

夕

節

は

兄

率

な

こ

と

で

し

ょ

う

。

明 治38 年９月21 日生 まれ74 鮫

（藤田字 藤田 一、11 の ５）

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
十
五
歳
以
上
の
方

（
女
）
　
　
　

｛

敬
称
略

｝

佐

藤
　

ア
　

キ
（
西
大
技
）
9
6
歳

吉

Ⅲ

サ
　

ー／
（
大
木
戸
）
9
3歳

寺

鳥

ト
　

ミ
（
藤

田

）
9
2歳

鈴

木
　

ス
　

ィ

（
藤

田

）
9
2歳

蓬

田
　

セ
　

ン
（
徳

江

）
9
2歳

付

上

や

う
（
大
木
戸

）
9
1歳

渡

辺

子
　

ヨ
（
小

坂

）
9
1歳

托
卜
嵐

タ
　

カ

ー藤

剛

｝
引
政

松

剛
　

テ
　

ン
｛
貝

川

｝
9
0‘岷

・渋

谷
　

ヒ
　

デ

ー光
明
寺

）
8
9歳

市

藤

ウ
　

ン
（
石
毋
…ｍ

）
8
9歳

戊

即
　

タ
　

ー

一
大
木
戸

）
8
9歳

斎

藤

セ
　

ン
（
徳
　

．匹
8
9

歳

石

川
　

り
　

う
（
藤

川

）
8
8政

長
谷
川
　
（

ツ
Ｊ
（
鳥

城
一
8
8
歳

須

………
　
よ・
　
ン

ー葎

Ⅲ
二

｀
政

奈

藤

セ
　

ン
（
慂

汪

）
8
7歳

人

野
　

コ
　

ト
（
藤

川

）
8
7政

佐

野
　

夕
ヶ
Ｈ
（
池

汪

）
8
7政

巉

藤
　

、、丶
Ｉｒ
七
｛
徳

‐汪
一
8
7
歳

紂

匕
　

い
　

ち
（
大
木
戸

）
8
7歳

谷

津

ｆ
　

シ

ー大
木
戸

）
8
7歳

佐

藤

レ
　

ン
｛
西
大
枝
一
8
7
歳

占

………

イ
　

セ

一
山

崎
二

｀
政

鴨

川

升
　

キ

ー内

Ｓ
二
8
6
歳

瞳

藤
　

ヨ
　

テ

ー石
砂
附
一
8
6
歳

７

Ⅲ
　

Ｍ
　

（
小

坂

）
8
6歳

占

………
　
キ
ョ
ノ

一（
藤

附
一
8
6
歳

阿

部
　

タ
マ
ノ

一
藤

附

こ

｀
礎

斎

藤
　

ッ
　

’‘．
ｉ

Ⅲ

）
8
6歳

高

梨

ト
　

ヨ
（
峰

野
目

’ｙ
8
6
歳

野

村
　
モ
　
ツ
（
板

檎
）
8
6歳

熊

坂

ヤ

イ
（
小

坂
）
8
6破

村

上

ヂ
　
ン
（
大
木
戸
）
8
5政

佐

藤

ミ
ヨ
シ
｛
泉

田
｝
8
5歳

松

浦

ク
　
ニ
（
森

山
）
8
5政

吉

田
　
！
丶
　
サ
（
小

坂
）
8
5政

岩

城
　
ツ
　
ル
｛
川

内
｝
8
5歳

占

山
　
ク
　
ニ
（
山

崎
）
8
5歳

佐
久
間

う
め
よ
（
藤

田
）
8
5歳

黒

田

ヤ
　
ス
｛
藤

田
｝
8
5歳

朽

木

た
ま
の
（
小

坂
）
8
5歳

〔
男
〕

松

浦

金

助
（
大
木
．尸
）
9
3歳

鴨

田

惣
太
郎
（
内

谷
）
9
2歳

阿

部

勇
之
丞
（
貝

………
）
9
2歳

占

Ⅲ

伊
勢
次
郎
（
森

山
）
引
歳

清

水

友

吉
（
小

坂
）
9
0歳

鈴

木

朝

治
（
川

内
）
8
9政

人

沼

慶
　

．
（
貝

Ⅲ
）
8
9歳

松

浦

吉

次
（
石
母
Ⅲ
）
8
9歳

高

橋

松

占
（
山

崎
）
8
9政

佐

蒔

由

助
（
高

城
）
8
7政

遠

蒔

庄

治
｛
森

山
｝
8
7歳

安

Ⅲ

平

吉
一
高

城
）
8
7歳

加

藤
　
萬

拙
（
光
明
寺
）
8
7歳

佐

藤

繁

二
．（
只

川
）
8
7歳

小

柴

勝

治
｛
藤

Ⅲ
｝
8
6歳

松

浦
　

．

次
一
森

山
こ
｀
歳

松

浦

ｇ

．
郎
（
人
木
一
じ
8
6
歳

八
　
卷

亀
太
郎
｛
咄

江
一
8
5歳

松

浦

繁
一
郎
一
大
木
．尸
｝
8
5歳

玉

手

！

元
（
西
大
技
）
8
5歳

佐

藤

勝
太
郎
（
石
毋
川
）
8
5歳

吉

田
　
栄

作
（
山

崎
）
8
5歳

佐

藤

酉

郎
（
山

崎
）
8
5政



有
リ
ン
か
ら
無
リ
ン
ヘ

合
成
洗
剤
の
使
用
を
抑
制

町
で
は
県
と
一
体
と
な
っ
て
、
き
れ

い
な
水
質
の
維
持
、
改
善
を
図
る
た
め

有
リ

ン
合
成
洗
剤
の
使
用
を
抑
制
す
る

こ
と

に
な
り
、「
合
成
洗
剤
紂
爾
推
進
要

領

」
を
定
め
、
五

十
五
年
九
月
一
日
か

ら
こ
の
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

日
常
、
洗
た

く
に
用

い
ら
れ
る
へ
日
成

洗
剤
は
。
洗
た
く
排
水
に
含
ま
れ
て
ド

水
に
流
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ド
水
の

中

に
は
、
家
庭
の
雑
排
水
や
し
尿

な
ど

に
よ
る
リ

ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ

が
公
共
用
水
域

に
流
れ
こ
む
こ
と
に
よ

り
、
環
塊
水
質
の

栄
養
成
分
（
寮
素
、

リ
ン
、
カ
リ
等

）
が
商
く
な
っ
て
、
水

孳
や
藻
（
も

）
や
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
な
ど

の
繁
殖
に
郎（

口
が
良

い
状
態
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う

に
、
窒
素
や
リ
ン
な
ど
栄

喪
成
分
が
多

く
な

る
こ
と
を
富
栄
贇
化

と
い
い
ま
す

。
栄

贇
成
分
が
多
く
な
る

と
、
水
中

植
物
な

ど
が
異
常
繁
殖
し
た

り
、
や
が
て
こ
れ

が
死
滅
し
て
、
有
機

再
濁
物

質
と
な
っ
て
水
質
汚
濁
の
原
因

と
な
る
わ
け
で
す
。

こ

の
よ
う

な
こ

と
か
ら
、
合
成
洗
剤

中
の
リ
ン

が
問
題

に
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

合

成
洗

剤
対

策
推
進
要

領

福

鳥

県

国

見

町

（
趣
旨
）

第
一
　

県
内
の
公
共
用
水
域
の
水
質

に

つ
い
て
は
。
各
楝
水
質
保
全
対
策
の
強

化
。
充
実
等

に
よ
り
年
々
改
善
の
傾

向

に
あ
る
が
。
一
部
閉
鎖
性
水
域
に
お
い

て
は
富
栄
贅
化

が
原
因
と
み
ら
れ
る
飲

料
水
の
異
臭
味

障
害
及
び
、、
す
す
水

ヽ
’

の
現
匁
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
塞
栄
養
化
物
質
の
一
つ

で
あ
る
リ
ン
の
低

減
を
図
り
、
富
栄
養

化
の
進
行
の
防
虫

と
環
境
水
質
の
椎
持

改
善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

リ
・
／
を
含
む
合
成
洗
剤
使
用
の
抑
制
策

を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
対
漿
内
容
）

痢
二

合
成
洗
剤
の
使
用
の
抑
制
奪
に

つ
い
て
次
の
対
策
を
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

ｐ
町
の
施
設
に
お
い
て
は
リ
ン
を
含
む

合
成
洗
耐
を
使
用
し
な
い
。

９
町
の
出
先
機
Ｍ
お
よ
び
そ
の
他
の
公

共
機
閲
等
に
対
し
、
そ
の
施
股
に
お

い
て
は
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
を
哽

用
し
な
い
よ
う
に
協
力
を
求
め
る
。

即
町
職
Ｕ

に
対
し
、
そ
の
家
庭
に
お
い

て
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
の
使
用
を

自
粛
す
る
よ
う
求
め
る
。

Ⅲ
町
民
に
対
し
、
リ
ン
を
含
む
合
成
洗

剤
の
使
用
を
自
粛
す
る
よ
う
啓
葷
す

㈲
右
紀
の
各
関
係
機
関
、
町
職
員
お
よ

び
町
民
に
吋
し
。
洗
剤
全
体
の
適
正

使
用
に
つ
い
て
指
導
。
啓
蒙
等
を
行

㈲
洗
剤
の
販
売
業
者
に
対
し
、
無
リ
ン

合
成
洗
剤
の
定
置
販
売
の
促
進
等
供

給
体
制
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
る
。

｛
実
施
期
日
｝

第
三
　
こ
の
要
領
は
。
昭
和
五
十
五
￥

九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

洗剤の種類

汚れを落と すために使われる洗刑

には，さまざ まな種類がありま す。

大きく分けると次のようになります。

洗剤 の 分類

洗 剤

合成洗剤

主原糾 石油

有リン合政洗剤

助刪ｌ 科
（ｔに ）りポリリ

ン酸ナ卩J りj･　
ln％口下

無リン會齒滲剤

吩l黔吻ｌ;
ｔ に11酸ｙ･tミニウム

……ゼオラ彳 ｝

約 Ⅲ %

･石けん（薫りン）

主原糾 天然油脂

あ
の
人
こ
の
人

孤独 なお年寄りの心の杖 として

〈家庭 奉 仕 員 〉

小 幡 コ ト さ ん

「
孤
独

な
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り

を
ど
う
し
て
あ
げ
た
ら
喜
ば
れ
る
か
、

一
人
一
人
の
性
格
を
理
解
し
、
信
頼

を

得
る
ま
で
い
ろ

い
ろ
苦
労
も
し
ま
し
た

が
、
奉
仕
Ｕ

で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
喜

び
も
あ

り
、
健
康
で
お

世
話
で
き
る
幸
せ
を
感

じ
て
お
り
ま
す

Ｉ

」
。

小
幡
さ
ん
が
受
け
侍
っ
て

い
る
の
は

七
人
の
一
人
幕
ら
し
の
お
年
寄
り
と
。

二

人
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
。
遇
二

回
ず
つ
訪

問
し
。
身
の
回

り
の
世
話
や

そ
う
じ
、
洗
た
く
、
用
足
し
な
ど
を

や

っ
て
あ
げ
。
お
年
寄
り
た
ち
の
支
え

と

な
っ
て
い
る
。

コ

篠

は
や
は
り
話
し
相
予
が
ほ
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
訪
問
す

る
日

に
な
る
と
侍
ち
き
れ
な
く
て
、
今

か
今
か
と
＆

に
迎
え

に
出
て

い
る
方
も

あ

り

ま

す

」

。

小

幡

さ

八

が

家

庭

奉

仕

ｎ

｛

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

｝

と

な

っ

た

の

は

昭

和

四

卜

八

年

一

月

。

四

十

六

年

に

町

に

こ

の

制

度

が

で

き

て

か

ら

ニ

ー
人

口
‥
で

あ

る

。「

最

初

お

話

が

あ

っ

た

と

き

は

、

福

祉

の

こ

と

な

ど

何

も

ｈ

か

ら

ず

私

に

で

き

る

か

ど

う

か

と

て

も

不

安

で

し

た

。

で

も

良

心

を

も

っ

て

尽

く

せ

ば

き

っ

と

わ

か

っ

て

も

ら

え

る

と

…

…

」

自

転

車

に

乗

る

の

を

覚

え

た

の

も

家

裔

奉

仕

綺

に

な

っ

て

か

ら

。

初

め

の
一
二

ヵ

月

は

歩

い

た

そ

う

だ

が

、「
下

り

だ
・
け

で

も

乗

れ

れ

ば

そ

れ

だ

け

早

く

肴

く

と

思

っ

て

…

…

」

。

慣

れ

な

い

う

ち

は

Ⅲ

ん
ぼ
に
突
っ
込
ん

だ
り
、
賈
で
勤
か

な
く
な
っ
た
こ
と

も
。
以
来
足
か
け

八
年
、
病
気
で
休

ん
だ
こ
と
は
一
度

も
な
い
そ
う
で
あ

る
。。

人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
は
家
だ

け
で
な
く
心
に
も

カ
ギ
を
か
け
て
お

く
人
が
多
い
。
だ

が
、
心
か
ら
愛
情

を
も
っ
て
接
す
る



と
き
、
ど
ん
な
に
か
た
く
な
な
人
で
も

や
が
て
は
打
ち
と
け
、
信
頼
感
で
結
ば

れ
て
く
る
。
こ
ん
な
と
き
、
「
家
庭
奉

仕
貝
の
生
き
が
い
」
を
感
じ
る

と
い
う
。

老
齢
化
社
会
の
進
行
と
と
も
に
福
祉

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
し
て

く
る
。

国
兇
町

に
は
。
現
在
。
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
四
十
円
人

、
一
人
毒
ら
し
の
お

年
寄
り

が
三
十
六
人
い
る
。
小
幡

さ
ん

の
ほ
か
に
は
各
地
区
の
民
生
委
ｎ

や
保

健
婦
、
町
の
福

祉
係
な
ど
が
協
力
し
ぺ
日

い
。
絶
え
ず
心
を
配

っ
て

い
る
。

「
あ
る
人
は

『
こ
の
世
で
恩
を
返
す

こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
あ
の
世
で
返
す
』

と
涙
を
流
し
、
ま
た
あ
る
人
は

『
今
頃

一
人

に
な
っ
て
お
世
話
を
妥
け
て
、
な

ん
ぼ
母

親
が
心
配
し
て
い
る
の

か
そ
ば

に
き
て
職
て

い
る
夢
を
見

た
』
と
訴
え

る
。
孤
独
な

心
を
持
ち
続
け
て
き
た
お

年
寄
り
を

い
か

に
励
ま
’
｝、
生
き
が
い

を
持
た
せ
て

い
け
る
か
。
ほ
ん
と
う
に

む
ず
か
し

い
…
…
］

。

こ
と
し
の
八
（
り
に
は
小
幡
さ
ん
の
献

身
的
な
努
力

が
認
め
ら
れ
て
、
相
馬
巾

で
開
か
れ
た
県
社
会
欄
阯
大
会

で
表
彰

を
受
け
た
。
町
の
佐
鱗
住
民
騨
長
は

。

「
小
輔
さ
人
は
ほ
ん
と
う
に
よ

く
や
っ
て

く
れ
る
。
責

任
感

が
強
く
、
一
人
一
人

の
健
康
の
状
態
を
チ

ー
″
ク
し
、
少
し

で

も
具
合

が
悪

い
と
夜
中

で
も

い
と

わ
ず
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
削
傾
し
て

い
る
。

「
悲
し
い
と
き

は

。
人
で
も
泣
け
る

が
、
笑
う
こ
と
は
一
人
で
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
一
綿
に
笑

い
、
話
を
聞
き

少
し
で
も
楽
し

い
老
後
を
む
く
つ
で

い

た
だ
く
よ
う
に
つ
く
し
た

い
１

」
と

誥
る
小
幡

さ
ん
の
Ｈ
は
慈
愛
に
満
ち
て

い
た
Ｉ

森
山
字
五
反
田

ご
回
一
、
大
Ｉ
九
年
一
↓
。

月
生
ま
れ
。

歳時記

敬老 の日

．
畝

老

の

Ｈ
　

い

で

湯

の

ま

ち

に

抔
｀
と

い

て

″
－

・

あ

る

老

ヘ

ク

ラ

ブ

の

会

八

の

み

の

句

で

す

．敬

老

の

日

に

．

瓦

と

．
．
人

で

濫

泉

旅

行

を

し

た

と

い

う

．

骭

せ

な

情

耽

で

す

が

．
．
＆

と

い

て

″

と

い

う

‘．．い
哽

の

中

に

は

．

長

い

人
生
航
跡
を
共
に
歩

ん
で

求
だ
老
齔
に
町

す
る
い
と

お
廴
み
の
気

持
ち
と
同
時

に
「
ｌ
人
ぽ

．．
‘ノ

と

い

う
寂
し
さ
ら
感
じ
ら
れ
ま

す
．儿

Ｈ
卜
ｋ

Ｈ
の
敬
老
の

Ｈ
が
、
川

民
の
睨
Ｈ
と
定

め
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
卜

．
年
の
こ
と
で

す
が
．

い

ま
で
は
も
う
狄
の
行
嘔
の

ひ
と
つ
と
し
て
俳
句
の
季

釉
に
な
る
ほ
ど
観
し
ま
れ

て
い
ま
す
．

こ
の
卜
は
．

多
年

に
わ

た
っ
て
社
企
に
尽

く
し
て
求
だ

老
人
を
敬
愛
し
、
艮
な
を
呪
い
、

ま
た
国
民
す
べ
て

が
、
自
分
の

老
後
に
関
心
を
持
つ
目
で
も
あ

り
ま
す
。

最
近
は
包
人
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
熱
が
令
国

に
ひ

ろ
ま

る
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
な
り
、
趣

味
や
勉
強
に
打
ち
こ

む
老
人
の

姿

も
日
な
ち
ま
す
。
ま
た

．ｆ

づ
く
り
ブ
ー

ム
’
や

ズ

る
さ

と
ブ

ー
ム
゛
で

。
老
ぺ
の
チ
エ

が
ヤ
ン
グ
だ
ち
か
ら
押
価

さ
れ

は
じ
め
て

い
る
の
む
最
近
の
傾

向
で
す
。
ら
ち
ろ
人
各
仲
の
柚

沚
政
策
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ

れ
に
し
て
も
。
賢
察
斤

が

琵
人
し
た
「
斤
卜
四
叭
中

の
自
殺
者
」
の
中
で
、

も

っ
と
も
多
い
の
は
六
卜
ｈ

歳
以
Ｌ

の
鳥
船
者
で
．
自

殺
者
令
体
の
．
し

・
．
．％

を
占
め
て
い
る
と
い
う
の

は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
数
字

で
す
．
敬
老
の
＝
に
は
．

き
ま
っ
て
老
人
の
自

殿
占

の
話
題
が
新
聞
に
の

り
ま

す
が
、
実
は
令
国
で
’ほ
＝

ｆ
均
卜
川
人
近
く
も
の
包

人
の
自
殺
矜
が
あ
る
の
で

す
．

『
鳥
齢

者
問
越
の
現
状
』

（
総

理
府
）
に
よ
る
と
．

六
卜

扛
歳
以
Ｌ

の
乙
人
は
い
ま
令
川

で

．
千
万
人
以
Ｌ

、
そ
れ
が
四

卜
年
後
の
昭
和
儿
卜
五
年

｛
叫

肝
こ
い
．一
〇
午
｝
に
は
．
．
1
.六

ａ

万
人
と
惟
計
さ
れ
て
い
ま
す
．

敬
老
の
Ｈ

に
あ
た
り
、

あ
ら

た
め
て

『
高
齢
化
社
全
』
に
つ

い
て

口
　
、
　
義
い
も
の
で
す
．



が国の基礎

ご協力を

もう すぐ10 月１日　国勢調査の

行われる日です。こ の調査は 、行

政の適切な運営に必要な基礎資料

を提供 する 、極めて重要な調査で

す。ぜひご協力をお願いし ます。

ふだん住んでいる人（またはふだん住んで

住んでいるとみなされる人）

記
入
は
黒
え
ん
ぴ
つ
で

調
査
対
象
者
（
住
民
登
録
の
有
無
に

関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

十
月
一
日
現
在
で
す
で

に
一
二
ヵ
Ｈ
以

上
町
内

に
住
ん
で
い
る
か
、
又
は
十

月

一
口
前
後
を
通
じ
て
三
ヵ
月
以
ｈ

住

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人

。

旅
行
や
出
か
せ
ぎ
で
一
時
不
在
の
人

は
十
月
一
口
加
後
を
通
じ
て
不
在
川

間
が
】こ
力
月
以
ｋ

に
わ
た
ら
な
い
と

き
は
当
町
で
調
査
し
ま
す
。

定

っ
た
住
居
の
な

い
人
で
、
ま
だ
当

町

に
來
て
か
ら
三

力
Ｈ

に
な
ら
ず
。ぺ

力
月
に
な
る
前
に
再
び
転
出

す
る
予

定
の
人
。

病
院
、
療
贄
所
の
人
院
患
者
で
入
院

し
て
か
ら
．ニ
カ
月
以
上
に
な
る
人
．

（
七
月
一
日
以
前

に
入
院
し
た
人
）
は

そ
こ
で
調
査
し

ま
す
．

自
宅
が
町
内

に
あ
る
船
舶
啝
組
ｎ

爾

査
項
目

男
女
の
別
。
出
生
の
年
月
日
、
世
帯

の
構
成
、
就
業
状
態
な
ど
の
ほ
か
現
在

の
住
居
へ
の
人
居
時
期
、
通
勤
、
通
幸

先
と
利
用
す
る
交
通
手
段
な
ど
全
部
で

こ
卜
二
項
目
で
す
。

調
査
票

岡
査
票
は
光
学
式
腴
取
装
置
で
集
計

し
ま
す
。
こ
の
機
械
は
文
字
が
わ
く
か

ら
は
み
出
し
た
り
、
飼
査
票
が
折
れ
た

り
汚
れ
た
り
し
て
い
る
と
正
確
に
読
み

取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご

注
意
下
さ

い
。
な
お
、
筆
記
用
具
は
必
ず

「
黒
鉛
筆
」
を
ご
使
用
下

さ
る
よ
う
お

転
い
い
た
し
ま
す
。
万

年
筆
や

ボ
ー
ル

ペ
ン
は
煬
で
も
機
械
が
作
勤
し
ま

せ
ん

の
で
使
用

な
さ
ら
な

い
で
下

さ
い
。
調

査
票
は
一
枚
に
四
人
ま
で
紀
入
で

き
ま

す
。
五
人
以
上
の
世
帯
は
二

枚
以
上

に

記
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
票
の
配
布
と
回
収

担
当
の
綢
責
員
が
九
月
二
十
四
日
か

ら
三
十
日
の
間
に
各
家
庭
を
訪
問
し

お
配
り
し
ま
す
。
記
入
済
の
岡
査
票

は
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
そ
の
時
お
渡
し

下
さ
い
。

町
税
あ
れ
こ
れ

５

町
た
ば
こ
消
費
税

町
た
ば
こ
消
費
税
は
、
た
ば
こ
を
買

っ
た
と
き
に
そ
の
代
金
の
中
に
含
ま
れ

て
い
ま
す

。

納
め
る
人

た
ぱ
こ
の
製
造
眦
売
は
。
日
本
卑
売

公
社
が
行
っ
て

い
ま
す
。
公
社
の
収
益

は
国

庫
に
収
納
さ
れ
ま
す
が
。
た
ば
こ

消
賢
税
は
、
こ
の
専
売
益
金
の
一
郎
を

地
方
に
移
譲
す
る
趣
旨
か
ら
創
設
さ
れ

た
も
の
で
、

道
府
県
た
ば
こ
消
費
税
と

市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
専
売
公
社
が
町

内
の

小
売
人

に
た
ぱ
こ
を
売
り
渡
し
た
と
き

に
、
た
ぱ
こ
の
本
数
を
基
準
と
し
て
専

売
公
社

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
額
の
計
算

町
内
た
ば
こ
売
渡
本
数
×
六
円
九
八
九

×
税
率

―
税
額

税

率
‐‐
八
・
一
％

納
税
の
方
法

専
売
公
社
が
町
に
申
告
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
五
十
四

年
度
に
町
に

納
め
ら
れ
た
た
ぱ
こ
消
費
税
は
ニ
ー千
四

百
三
十
七
万
円
に
な
っ
て
お
り
、
二

十

本

の
た
ば
こ
一
箱
で
約
二
十
五
円
が
町

の
収
人
と
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
は
町
内

で
賈
っ
て
町
財
政
に
ご
協
力
下

さ
い
。



人 ひ と り 世 帯 一 つ

国勢調査に

調
査
員

国
兄
町
内
を
六
卜
．ａ

の
調
介
Ｋ

に
分

け
そ

れ
ぞ
れ
の
調
介
Ｋ

を
次
の
糾
介
Ｕ

が
担
叫
し
ま
す

。
こ
の
調
食
区
は
世
帯

数
と
而
積
に
よ
り
．Ｋ

分
・
そ

い
ま
す
の

で
町
の
部
落
χ

域

と
は
災
な
り
、
調
介

口
も
部
落
内
の
人

と
は
限
り
ま
せ
ぺ

調
査
ｕ

は
総
理
大
臣
の
任
命
に
よ
る
非

常
勤
の
川

家
公

務
Ｕ

で
調
介
に
よ
っ
て

知
り
え
た
秘
密
は
他

に
漏
ら
す
こ

と
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

あ

り

の

ま

ま

に

ご

記

人

ド

さ

る

よ

う

む

願

い

い

た

し

ま

す

．

な

お

．

糾

食

員

に

だ

入

内

容

が

‥
｀
ら

れ

た

く

な

い

と

思

う

川

べ
‥
は

密

封

川

封

簡

に

入

れ

て

お

渡

‐
‐
｝

Ｆ

さ

い
．

（

藤

Ⅲ

地

区

の

調

査

鍼

）

佐

々

木

．
一
郎

菊

地

平

助

佐

藤

実

鳥

木

万

作
　

膏

野

粹
「
Ｐ

鳥

鴨

勝

美

占

旧

道
　

八

島

英

惟

須

田

兼

造

佐

久

川

利

信

羽

唄

浚

．

佐

鱗

光

男

奈

４

ヒ

サ

ｆ

佐

鱗

和

次

奥

山

邦

夫

羽

根

裨

兵

衛

阿

部

裨

愎

人

内

勝

吏

佐

久

間

鮒

明
　

岩

城

咀

人

岡

崎

長

Ｆ

鈴

木

捷

治
　

秦

和

夫

泰

Ｍ

．
．
．

阿

部

亟

｀
″
　

佐

藤

拓

．－
．

小

林

幸

夫

鳥

鳩

ｉ

夬

（

小

坂

地

区

ｙ

鳥

原

巾

人

郎

還

藤

．庄

．

鴨

田

消

作

晒

川

孝

．
　

安

体

良

．

阿

部

件

甼

仲

野

固

．
郎

佐

藤

俊

雉

人

内

正

菁

小

坂

哨

．
　

町

付

和

人

（

森

汪

町

地

Ｋ

》

佐

久

間

希

惟

宍

．
尸

安

次

武

…
…
…
　
孟

石

川

博

義
　

佐

’樟

充

斤

佐

藤

茂

良

菊

地

世

１．
）
　

鳥

橋

正

明

蓬

川

卍

敏

村

卜

池

む

エ

門

（

大

木

パ

地

区

）

松

Ⅲ

武

男
　

吠

…
……
貞

恥

人

内

稔

佐

藤

川

．
．
．

阿

部

忠

男

松

浦

艮

明

八

鳥

健

．
　

八

鳥

価

巾

毓

町

強

谷

津

京

大
　

後

藤

澄

男

へ
人

枝

地

区

）

佐

藤

喜

久

推

佐

藤

長

寿

小

林

福

治

斎

藤

久

人

郎

鈴

木

正

明

国
勢
調
査
の

苦
情
相
談
に
つ
い
て

国
勢
調
査
に
関
し
て
疑
問
や
苦
情
な

ど
が
あ
る
場
合
は
次
の
窓
口
へ
ご
連
絡

ド
き
い
。

役
鳩
企
画
課
内
「
国
易
調
査
相
談
係
」

電
話
二
一
一
一
内
線
三
八
上
二
九

台風のシーズンです

お宅の まわりの電線にご注意／

･引込線 が雨どいにさわっていたり．喇木

が電線に かかっていた･J していませんか･

凪で電線 がこすれたり、切れた電線は危

険で す

すぐ東北電 力へお細らせくだ さい

10月１日　国見町は何人？

国勢調査クイズの締切せまる

町では国勢調責の人口当てクイズを募集

中です。10月l llでの人口は河人かーズパ

リ賞・溯 後 賞など賞品を用意していま才一

早月に次の要領でご応募下さい、

(Ξ》ハガキに10M 1 日現在の千想 人日を「○

Ｏ人｣ と記人ドさい｡

＠住断、氏名。年齡もお忘れなく。

《Ξ)国 兇町企画課(I藤HI字 り‘Ⅲ二２の卜･ ｙ

＠ 彜面に記人のうえ直接梓参も吋、

〈Ξ》締切りは９月3剛匚

（ 洌 ｀･

X2

畠

｛

人

目

の

推

移

｝

昭 和 40年 ﾜ . 6 7 ､人

45年 1 2 . 0 9 3人

50年 ｰ に 9 2 8

55 年 9 月 囗9  9 4 人



９月　長月（ながつき）

020 日・勦物資縵週間

021 日・秋の全国 交通安全連

勦（30日まで）

023 日・秋分の日

024 日・結核予防週間

10月　神無月(かんなづき)

０ １日・共同募金はじまる

・匯界法の口

〇 213 ・体育の凵・目の愛縵

デー

014 日・鉄道記念日

敬老の日　人はだれでもみ

んな長生きしたいと思ってい

ますが、同じようにみんな歳

はとりたくないと考えていま

す。 かわいいお孫さん【二幽ま

れて、おじい ちゃん。おばあ

ちゃんとしたわれているのは

はた目で兄ていても気持のよ

いものですが、お子さん連れ

の若いご夫婦までが一緒にな

っで おじい ちゃん、おばあ

ちゃん呼ばわりしている風景

はいかがなものでしょうか。

とかく老人扱いされること

をきら うこのごろ、若い人た

ちは含葉づかいに飢をつけて

いただきたいものです。

心配ごと相談日

場 所 ：役場 二 階 相談 室

(東側人lj より も･入り下さい)

時 間 ： ９時 ～12 時

こ まったことや心配ごとがあ

り ましたらお気軽にご相該下さ

い。秘密は絶対に守ります。

〔相 談 則

９月13 日（土 ）鈴　 木　 正　 雄

佐 藤　 マサ イ

９月25 日（ 木）遠 藤 喜　 市

朝　 内　 ひ　 で

10 月 ４日（ 土）菊 地　 正　 治

村 上 ハッ ヨ

10月15 日（ 水）宇 佐美　 兵 蔵

佐 久間　 い　 ち

国 保 の 健 康 だ よ り

福鳥テレビで放送中

午前6 畤50～55分

午前11時40～45分

９月26日　更年期障富と治療

10月３日　運助不足と疲労

10日　肩こりの原因

17日　筋肉疲労による屑こり

健康相談日のお知らせ

○旬月第二 、第四金曜日の 午後
傭康相談日

※お気軽にご 利用下さい。
（ 担当　 保僅婦 ）

と　 き　 ９月26日（金 ）
10月24日（金 ）
午後ｰ  新 30分～

午後3  時 分
ところ　 役場 二階保健寔

モ
モ

畑
へ

現

れ

た
ク

マ

駆

除
隊
が
射
止
め
る

こ
れ
も
冷
夏
の
彰
饗
か
、
石
毋
田
の

山
沿
い
の
モ
モ
畑
に
ク
マ
が
現
れ
、
八

月
十
九
日
、
町
の
有
害
鳥
獣
駆
除
隊

（
佐
久
間
友
き
限
畏
）
の
面

々
が
み

ご
と

射
止
め
た
。

こ
の
ク
マ
は
、
身
上
百
八
十
セ
ン
チ
、

体
東
百
十
五
キ
ロ
、

オ
ス
七
歳
の
月

ノ

輪
グ
マ
。

冷
た
い
夏
で
山
の
木
の
実
が
な
い
た

め
か
以
前

か
ら
モ
モ
畑
が
荒
さ
れ
て

お

り
曾
戒
巾
だ
っ
た
が
。
八
月
4
.
九
日
、

隊
ｕ

の
斎
藤
浦
七
さ
ん
が
兄

つ
け
て
仲

間

に
連
絡
、
二
時
間
の
大

捕
物
の
汞
、

こ
発
の
弾
を
胸
に
う
け
て
倒

れ
た
。

ク
マ
は
町
役
増
で

、披
露

”
さ
れ
た

あ
と
ク
マ
ナ
ベ
と
な
り
、
隊
ｎ

た
ち
の

肖
袋

に
お
さ
ま
っ
た
。

こ
れ
　
カ
ボ
チ
ャ
？

な
ん
と
ビ

。
ク
リ
／
。
疽
さ
三
〇
キ

ロ
も
あ
る
巨
大

な
カ
ボ
チ
ャ

が
三
佃
も

佐
藤
秀
雄
さ
ん
（
太
田
川

）
の
畑
か
ら

収
穫
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
佐
藤

さ
ん

が
知
人
か
ら
も

ら
っ
た
一
本
の
苗
を
植
え
た
と
こ
ろ
、

毎
日
の
手
入
れ
が
良
す
ぎ
て

７
・
）
み

る
み
る
大
き
く
な
っ
た
も
の

。
佐
藤
さ

ん
は
「
大
き
い
カ
ボ
チ

ャ
と
は
聞

い
て

い
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
大
き
く
な

る
と
は
１

」
と
あ

然
。

こ
の
カ
ボ
チ

ャ
、
し

ば
ら
く
役
場
の

町
民

ホ
ー
ル
で
訪

れ
る
人
々
を
驚
か
せ
、

あ
と
は
昧
兄

に
。
さ
て
、
そ
の
結
果
や

い
か
に
１
．

あ

え

な

く

ダ

ウ

ン

し

た

ク

マ

佐
藤
さ
ん
と
カ
ボ
チ
ャ

九

月

の

健

康

盛
暑
の
夏

を
過

ご
し
て
、
さ
わ
や
か

な
秋
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
、
読

書
、
そ
れ
と
も
食

欲
の
方
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
暑
さ
も
残

り
注
意
し

た
い
の
が
食

中
毒
で
す
。
九
・Ｈ

は
、
食
中
毒
の
発
生

の
多

い
月

で
す
。
原
因
は
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
に
よ
る
も
の
が
最

も
多

い
よ
う
で
す
。

こ
の
薗
の
特
徴
は
二
～
三
％
の
食
塩
濃

贋
で
最
も
良
く
増
殖
す
る
こ
と
で
す
。

注
意
す
る
こ
と
は
、
魚
介
類
を
調
理
す

る
場
合
は
火
を
十
分
通
し
な
る
べ
く
早

く
食
べ
る
こ
と
。
魚
介
類
を
生
で
食
べ

る
時
は
、
真
水
で
よ
く
洗
う
こ
と
。
調

理
器
具
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
等
で
す
。

食
品
は
新
し
い
も
の
を
早
く
食
べ
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
暴
飲
￥
食
を
つ

つ
し
み
。
胃
腸
の
調
子
を
と
と
の
え
て

秋
の
味
寛
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。



お
知
ら
せ

統
制
小
作
料
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す

統
制
小
作
料
制
度
（
昭
和
四
十
五
年

十
月
一
日
以
加
の
小
作
契
約
の
も
の
）

に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法

の
一
部
改
正
法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
改
正
法
の
施
行
の
際
、
継
続
し

て
綿
作
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
十
年

間
、
小
作
科
の
最
高
顫
統
制
の
規
定
が

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
こ
の
制
度
も
農
地
法
の
改

正

に
よ
り
今
年
の
九
り
・一
ｔ

Ｈ
で
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
が
廃

止

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
以
前
か
ら
の
小

作
契
約
は
な
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、

従
前
通
り
継
続
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
。

統
制
小
作

科
の
期
限
切
れ
険
に
お
け
る

小
作
料
に
つ
い
て
は
当
事
者
双
方
の
協

議

に
よ
っ
て
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
標
準
小
作
料
に
比
凖

し
て
適
正

と
認
め
ら
れ
る
額
に
合
意
成

立
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
く
わ
し

い
こ
と
を
知
り
た
い

と
き
は
農
業
委
員
ま
た
は
農
奥
委
員
会

事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ｉ

標
準
小
作
料
と
は
昭
和
四
卜
1
4
n

年
十
月

一
日
以
降
に
小
作
契
約

を
し

た

も
の
に
か
か
る
小
作
料
を
い
う
｝

ご
存

知

で
し

ょ
う

か

”認

定

マ

ー
ク

”

最
近
、
持
ち
運
び
自
在
の
無
穣
電
話

機

が
一
郎
に
出
回

っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
の
機
齢
は
電
電
公
社
で
は
承
認

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

、
電
話
回
欄
に

接
続
し
て
使
用
す

る
こ

と
は
で
き
ま
せ

ん
。公

社
の
電
話
機
以
外

に
デ
パ

ー
ト
や

メ
ー
カ
ー
で

賈
っ
た
｀
″
飾
電
話
機
な
ど

を
竃
括
川

線
に
と
り
つ
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
電
電
公
社
の
審
査
に
合
脩
し

た
し
る
し

”認
定

マ
ー
ク
”
が
あ
る
こ

と
と
、
自
営
届
を
出
し
公
社
の
承
認
を

受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
福
鳥
電
槻
電
踊
局

）

善
意
の
窓

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

○
梟
瀬
喜
彦
さ
ん
（
山
崎
字
沢
田
九
）

よ
り
二
万
円

－

故
ヤ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志

○
阿
部
文
夫
さ
ん
｛
藤
田
字
堤
下

こ

よ
り
二
一
万
円

－

故
は
き
さ
ん
の
ご
遺
志

《
森
江
野
小
へ
》

○
有
限
会
社
渡
辺
建
設
（
渡
辺
一
社
長

よ
り
ス
チ
ー
ル
裝
ベ
ン
チ
三
碁

十
月
一
日

か
ら
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

編
集
日
記

○
早

い
も
の
で
九
月
も
半
ば
。
異
常
低

温
注
意

般
が
相
次

い
だ
今
年
は
夏

が
な

く
て
、
一
気
に

”秋
本
番

’
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
、
実
り
の
秋

と
は

い

う
も

の
の
冷
夏
の
彫
碑
で
米
の
作
柄
が

心
配

ぎ
れ
て

い
る
。

○
若
さ
と
い
う
も
の
は
と
し
で
は
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
｛

自
分
が

と
し
の
せ
い
か
｝
。
年
と
っ
た
方
に
も

は
つ
ら
つ
と
人

生
を
楽
し
ん
で
い
る
方

も

い
れ
ば
若
者

に
も
覇
｛

は
｝
気
き
乏

し
い
半
老
人
の
よ
う
な
者
も
い
る
。
婪

す
る
に
心
の
持
ち
方
次
第
。
だ
れ
で

も

年
は
と
る
し
、
体
力
の
衰
え
は
ふ
せ
ぎ

よ
う
も
な
い
が
、
積
極
的
な
生
き
方
と

心
の
緊
張

感
は
持
ち
続
け
て

い
き
た
い
。

Ｏ
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
つ
き
な

み
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
理
解
と

い
た
わ
り
の
念
を
も

っ
て
お
年
寄
り
を

大
切

に
し
よ
う
。
阿

と
い
っ
で
も
人
生

の
大
先
輩
な
の
だ
か
ら
。

９月21日～９月30日

｢安全はゆずる勇気と待つゆとり｣

戸籍の窓口
（８ 月受付 分）

出生おめでとうございます

保勝 者　　　子の名　　　部 落
安田　博三　 亜砂美　 渾宗山北

佐藤　浩康　 浩　一　 川　 内

菊地 紀夫　 翼由美　 石母田原

僅藤　誠泊　 丞　治　 原　 町

千葉　清春　 洋乃夫　 駅　 前

田口　俊昭　 宏　葵　 石毋田東

●　　　 幸　一　　 ●

三浦　 寛　 和　也　 光 明 寺

鈴木　和雄　 和　弘　 貝　 田

小林　 力　 道　広　 原　 町

村上　芳典　 芳　博　 富　 東

佐藤　正舟　 崇　寿　 高　 城

吉田　和男　 加代子　 貝　　田

吉川　清一　 清　人　 山　 根

ご 結婚おめでとうござい ます

氏　 名　　　　　　 部落（前住所）

贖　貲　惣　二　　　　 第　 二

上　野 紀久恵　　　　 源木山東

おく やみ申し上げ ます

氏　 名　　　 年齢　　郎 薦

阿 部 ノ　ブ　91　 大 木 戸

佐久間　サ　チ　80　 第　---

玉　手　　 雄　83　 中　 部

佐 藤 龍 男　52　 太 田 川

鈴 木 ヤ イ　46　 泉 田 上

簗 瀬 セ　イ　85　 富 町 南

齊 藤 良 一　28　 徳 江 北

冨 塚　米 子　55　 小　 坂

阿　郎　は　き　　92　錦　 町

永　山　な　つ　83　 貝　 田



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

2  6 7

ｰ  4 ｰ  5 6

〈
斉
年

学
級
だ

よ

り
〉

模

擬

結

婚

式

か

ら

「
優

し

さ
」

つ
て

何
？

八
月
こ
十
九
日
。
模
艇
祐
婚
式
。
払

は
斷
啅
の
役
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
。
形

式
的
な
こ
と
も
随
分
勉
強

に
な
り
ま
し

た

が
、
そ
れ
以
ｋ

に
結
婚
の
意
義
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
日
で
し
た
。

「
相
手
の
ど
こ

に
息
｛

ひ

｝
か
れ
ま

し
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
優

し
い
か
ら
」
と
答
え
る
析
幡
の
女
性
を

よ
く
み
か
け
る
．
新
婚

カ
ッ
プ
ル
は
．

二
人

が
出
会
っ
た
き
っ
か
け
も
、
結
幡

す
る
動
概
も
そ
の
カ
ッ
プ

ル
に
よ
っ
て

多
種
多
様
な
の
に
、
夫
と
結
婚
し
た
最

大
の
理
由
を
「
優
し
い
か
ら

」
卜

そ

の
一
膤
で
統
‐．
す
る
女
性
を
み
る
に
つ

け
．
何
か

い
い
よ
う
も
な

い
虚
し
さ
を

感
じ
る
．
確
か
に
優
し
さ
は
人
間
と
し

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
も
の
と

認
め
る
が
．
こ
の
場
合
は
何
と
な
く
ム

ー
ド
に
酔
っ
た
祁
合
の
よ

い
言
葉

の
よ

う
に
思

え
て
な
ら
な

い
．

優
し
い
と
い
う
表
呪
は
い
ろ
い
ろ
な

思

い
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
し
、
質
問
き

れ
て
と
り
き
に
答
え
る
に
は
た
い
へ
ん

糾
法
な
４
蜒
で
あ
ろ
う
．

し
か
し
．
そ

の
反
面

、
こ
れ
ほ
ど
曖
昧

一
あ

い
ま

い
｝

で
不
確
か
な
表
現
は
な
い
と
思
う
．

倭
し

い
か
ら
砧
幡
し
た
と
荐
え
る
女

性
は
、
そ
の
優
し
さ
と
い
う
跨
葉
を
ど

う
理
解
し
、
ど
う
感
じ
と
っ
て

い
る
の

だ
ろ
う
．
た
だ
意
味
の
な
い
、
根
拠
の

な
い
優

し
さ
が
、
そ
の
相
ｆ
の
女
性
に

対
し
て
い
っ
た
い
何

に
な
ろ
う
。
そ
の

朋
の
擡

し
さ
は
、
感
動
な
く
し
て
作
‘い

れ
た
詩
の
ご
と
く
、
何
の
意
義
を
も
も

た
ら
さ
な
い
。
本
当
に
相
手
を
思
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
幡
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
柎
ｆ
に
対
す
る
深
い
理
解

と
思
い
や
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
何
も

考
え
ら
れ
な

い
。

一
方
的
に
求
め
る
だ
け
の
愛
、
優
し

さ
。
こ
れ
は

い
つ
か
は
こ
わ
れ
て
し
ま

う
運
命
に
あ
る
。
相
干
を
思

い
や
る
心

相
手
へ
の
理
解
が
、
結
婚

と
い
う
も
の

の
意
義
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
も
の
と

信
ず
る
。

何
年
か
磧
の
、
私
の
本
当
の
結
幡
式

卜
卜

司
会
者
の

『
相
手
の
ど
こ
に
息
か

れ
ま
し
た
か
』
の
質
問
に
、
私
は
ど
う

答
え

る
だ
ろ
う
。

（
瀬
戸
里
美
）

新
着
図
書
案
内

ｙ
峠
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ー浦
朱
門

・
道
の
文
化
　
　
　
　

山
田
宗
睦
他

柳

生
三
天
狗
　
　
　
　

山
岡
荘
八

あ
ば
れ
公
Ｆ
　
　
　
　
　

々

毋
あ

り
て
こ
そ
　
　

生
方
た
つ
ゑ

続
あ

ｔ
野
麦
峠
　
　
　

山
本
茂
実

ク
レ
イ
マ
ー
ク
レ
イ

マ
ー

エ
イ

グ
リ

ー
・
コ
ー
マ
ン

野
の
祭
り
　
　
　
　
　

三

浦
哲
郎

八
砂
と
ま
ぼ
ろ
し
　
　
　

陳
舜
臣

衝
勦
殺
人
　
　
　
　
　

佐
蒔
秀
郎

物
ぐ
き
太
郎
の
‘ｙ
想
力

多
田

道
太
郎

ア
ト
ラ
ス
伝
脱
　
　
　

井
出
孫
六

日
本
の
叺
　
　
　
　

野
尻
抱
彫
者

雫
福
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
晴
美

い
じ
め
ら
れ
っ
子
　
　

冨
田
武
忠

バスケット部へ集まれ
練習は毎週月曜日夜(12 月にバスケット教室を開きます)

申し込みは公民館へ　どなたでも大歓迎 ／

秋の体育行事
９月23H  ( 火）少年ソフトポール大会｛県北中・町営 グランド｝

10月10 日 (金）婦人、高齢者運動会（公民館広蝿）

11月２日（剛 国見町内一周駅伝競走大会（町内一周）

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭

和
五
ｔ

瓦

年
八

月
二

十
一
二
日

・
お
ろ
お
ろ
と
寒
さ
の
夏
や
賢
治
の
時
　
　

奥
山

甲
二

・
踊
疲
れ
女
ざ
か
り
は
と
う

に
過
ぎ
　
　
　

斎
藤
黄
鷏
楼

・
遠
花
火
隣
同

志
が
縁
台

に
　
　
　
　
　

熊
田
　

一
陽

‐
壽
な
り
の
苫

労
の
在
り
て
冷
奴
　
　
　
　

藤
Ⅲ

勝
術

・
女
郎
花
色
鮮

か
に
秋
立
ち
ぬ
　
　
　
　
　

野
村
た
か
し

・
踊
の
幡

く
ず
し
て
行
く
や
通
り
雨
　
　
　

八
巻

正

雄

万

緑
の
中

に
ａ

口
紅
匂
ひ
け
り
　
　
　
　

加
藤

痂
仏

夏
寒
く
団
扇

も
‥`
ず

に
秋
の
峨
　
　
　
　

須
Ⅲ

泰
山

吾

毒
山
火
を

喰
き
っ
づ
け
夏
吸
て
ぬ
　
　

佐
久
間

山
月

薑
棚
の

か
た
え

に
ほ
ほ
笑
み

喰
の
遺
彫
　

奥
山

雨
田

老
一
人
茶
を
汲
む
庭
に
桐
一
葉
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

閻
王
に
ま
み
え
一
喝
あ
り
し
如
　
　
　
　

阿
部

亭
司

亡
き
毋
の
阿
か
し
て
居
し
日
の
盛
り
　
　

阿
部
し
げ
を

そ
よ
風
を
受
け
て
艶
増
す
花
天
蓉
　
　
　

佐
藤

国
楓

枝
豆
に
夜
な
べ
の
亡
母
を
想
ひ
け
り
　
　

渋
谷

良
一

長
の
爾
や
う
や
く
晴
れ
て
赤
蜻
蛉
　
　
　

商
檎

涌
水

蒟
蒻
の
味
塩
辛
し
閻
魔
王
　
　
　
　
　

羽
賀

え
い

夕
づ
く
や
お
し
ろ
い
の
花
う
す
紅
し
　
　

鈴
木

幸
子

墓
参
り
寺
に
咲
き
初
む
百
日
紅
　
　
　
　

高
幃

仙
子

久
々
の
友
と
晒
り
て
明
け
易
し
　
　
　
　

熊
田

高
枝

く
れ
な
い
も
白
き
も
芙
蓉
路
す
が
ら
　
　

赤
間
は
る
子

切
れ
昧
の
慈
し
き
鋏
や
夏
果
つ
る
　
　
　

角
田

昭
子

門
火
焚
き
み
仏
迎
う
も
た
だ
三
日
　
　
　

原
田

和
寥

さ
か
ら
ひ
し
亡
父
な
つ
か
し
や
魂
迎
へ
　

森
田

栄
子
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